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(57)【要約】
すすぎシステム（５０）を、洗浄される外科器具のチャ
ネル、とりわけ内視鏡（３２）の内視鏡チャネル（３４
）に連結するための接続装置（２）であって、前記接続
装置（２）は、保持チャネル（１４）を有する供給側連
結装置（６）を備え、前記保持チャネル（１４）は、前
記保持チャネル（１４）内で前記保持チャネル（１４）
の縦軸方向（Ａ）に接続した状態で延出し、洗浄される
前記外科器具のチャネルに連通する接続チャネル（４）
の端部に設けられた接続要素（１０）を受け入れるよう
構成されており、前記保持チャネル（１４）は、すすぎ
液（５）を前記洗浄されるチャネルに供給するためのす
すぎシステム（５０）に接続され、前記連結装置（６）
は封止要素を備える接続装置（２）であって、前記封止
要素は弾性であり、油圧および／あるいは空圧で前記封
止要素を作動させる手段が設けられ、前記油圧および／
あるいは空圧で作動された封止要素が、前記接続要素（
１０）の前記連結（６）への液密接続が設けられ得る、
あるいは設けられるように、前記縦軸方向（Ａ）に直行
する方向へ膨張することによって、前記封止要素の領域
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　すすぎシステム（５０）を、洗浄される外科器具のチャネル、とりわけ内視鏡（３２）
の内視鏡チャネル（３４）に連結するための接続装置（２）であって、前記接続装置（２
）は、保持チャネル（１４）を有する供給側連結装置（６）を備え、前記保持チャネル（
１４）は、前記保持チャネル（１４）内で前記保持チャネル（１４）の縦軸方向（Ａ）に
接続した状態で延出し、洗浄される前記外科器具のチャネルに連通する接続チャネル（４
）の端部に設けられた接続要素（１０）を受け入れるよう構成されており、前記保持チャ
ネル（１４）は、すすぎ液（５）を前記洗浄されるチャネルに供給するためのすすぎシス
テム（５０）に接続され、前記連結装置（６）は封止要素を備える接続装置（２）であっ
て、前記封止要素は弾性を有し、油圧および／あるいは空圧で前記封止要素を作動させる
手段が設けられ、前記油圧および／あるいは空圧で作動された封止要素が、前記接続要素
（１０）の前記連結（６）への液密接続が設けられ得る、あるいは設けられるように、前
記縦軸方向（Ａ）に直行する方向へ膨張することによって、前記封止要素の領域における
前記保持チャネル（１４）の断面を縮小することを特徴とする接続装置（２）。
【請求項２】
　過圧チャンバ（２４）および圧空供給器（１２）が設けられ、前記圧空供給器（１２）
は前記過圧チャンバ（２４）に接続され、前記封止要素は前記過圧チャンバ（２４）の壁
の少なくとも一部分を形成することを特徴とする、請求項１に記載の接続装置（２）。
【請求項３】
　前記連結装置（６）は前記過圧チャンバ（２４）を備え、前記過圧チャンバ（２４）は
前記保持チャネル（１４）の外側の周長に沿って延出し、前記封止要素は前記過圧チャン
バ（２４）を前記過圧チャンバ（２４）の内壁（１８）で制限する封止膜（８）であり、
前記壁（１８）は前記保持チャネル（１４）に対向していることを特徴とする、請求項２
に記載の接続装置（２）。
【請求項４】
　前記過圧チャンバ（２４）は、前記保持チャネル（１４）の前記周長全体に沿って延出
し、過圧を前記過圧チャンバ（２４）に加えることによって、前記接続要素の前記連結装
置（６）への液密連結が設けられ得る、あるいは設けられ、封止台座が、前記過圧チャン
バ（２４）の前記内壁（１８）を超えて延出し、前記保持チャネル（１４）の前記断面を
局所的に縮小する膨張した封止要素と、前記保持チャネル（１４）内で延出する前記接続
要素（１０）の連結（１６）の外側（２０）との間に確立可能あるいは確立されることを
特徴とする、請求項３に記載の接続装置。
【請求項５】
　前記連結装置（６）の外側コンポーネント（２２）は、圧空供給器（１２）に接続され
た過圧チャンバ（２４）を備え、前記過圧チャンバ（２４）の前記内壁（１８）は、前記
内壁（１８）が環状の空隙（２８）を有するように、前記保持チャネル（１４）の前記周
長に沿ってリング状に遮られており、前記環状の空隙（２８）は、封止要素として前記弾
性の封止膜（８）によって封止されていることを特徴とする、請求項３あるいは４に記載
の接続装置（２）。
【請求項６】
　洗浄されるチャネルを有する外科器具、とりわけ内視鏡（３２）、を洗浄および／ある
いは消毒するため、とりわけ洗浄される内視鏡チャネル（３４）を有する内視鏡（３２）
を洗浄および／あるいは消毒するための洗浄および／あるいは消毒装置（３０）であって
、洗浄および／あるいは消毒される前記外科器具、とりわけ内視鏡（３２）が、洗浄およ
び／あるいは消毒される工程中、保持され得る、あるいは保持される洗浄チャンバ（３６
）を備える洗浄および／あるいは消毒装置（３０）であって、請求項１－５のいずれかに
記載の接続装置（２）が設けられ、前記接続装置（２）は、とりわけ前記洗浄チャンバ（
３６）の壁（３８）に配置されているか、あるいは前記洗浄チャンバ（３６）の壁（３６
）に挿入されていることを特徴とする洗浄および／あるいは消毒装置（３０）。
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【請求項７】
　請求項６に記載の洗浄および／あるいは消毒装置（３０）の運転方法は、
　－前記接続要素（１０）の連結（１６）を前記保持チャネル（１４）の前記縦軸方向（
Ａ）に沿って前記供給側連結装置（６）の前記保持チャネル（１４）に導入することと、
　－作動された前記封止要素が、前記縦軸方向（Ａ）に直交する方向へ膨張することによ
って、前記保持チャネル（１４）の前記封止要素の前記領域における断面が縮小するよう
に、油圧および／あるいは空圧で前記封止要素を作動させるべく、過圧下で前記封止要素
に油圧および／あるいは空圧流体を供給することによって、前記封止要素に過圧を加える
ことと、
　－前記保持チャネル（１４）から前記接続チャネル（４）を介して流出する前記すすぎ
液が、前記洗浄される外科器具の前記チャネルを洗浄および消毒するため、とりわけ内視
鏡（３２）の内視鏡チャネル（３４）を洗浄および／あるいは消毒するために利用可能と
なるように、すすぎ液（５）を前記保持チャネル（１４）に供給することと、
　－前記接続要素（１０）が前記連結装置（６）から解放されるように、前記流体による
前記封止要素に対する前記過圧作用を減らすべく、前記油圧および／あるいは空圧流体の
前記圧力を減圧すること、とのステップを備えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　－少なくとも部分的に前記封止要素によって囲まれた過圧チャンバ（２４）に圧空（Ｐ
）を供給することであって、前記圧空（Ｐ）の供給圧力レベルは圧空供給器（１２）をオ
ンあるいはオフに切り替えることによって変えられる、圧空（Ｐ）を供給することと、
　－前記過圧チャンバ（２４）における時間依存圧力を測定し、前記測定された圧力を設
定可能な目標圧力と比較することであって、前記圧空供給器（１２）をオンあるいはオフ
に切り替えることによって、前記目標圧力は前記洗浄および／あるいは消毒工程の継続時
間保持される、測定および比較を行うこととの追加のステップを備えていることを特徴と
する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記圧力は、第１の時間の間、圧空供給器（１２）に接続された前記過圧チャンバ（２
４）の入り口において前記過圧チャンバ（２４）内で測定され、前記供給圧力レベルはそ
の後段階的に変えられ、前記過圧チャンバ（２４）において顕著な前記供給圧力レベルの
前記変化に対する前記圧力のステップ応答は測定および分析され、前記分析によって前記
過圧チャンバ（２４）の封止、とりわけ前記封止要素の封止に関する情報、および／ある
いは前記保持チャネル（１４）における前記接続要素（１０）の連結（１６）の有無に関
する情報が提供されることを特徴とする、請求項７あるいは８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記分析は、設定可能な時間の前記測定された圧力の積分を形成すること、上昇を決定
することおよび／あるいは時間の間にステップ応答として測定された圧力の二次導関数を
形成することを含み、設定された目標値との比較が行われ、前記設定された目標値を上回
るあるいは下回る場合、前記過圧チャンバ（２４）の、とりわけ前記封止要素の封止が十
分でないこと、および／あるいは前記保持チャネル（１４）における前記接続要素（１０
）の前記連結（１６）の有無が想定されることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、すすぎシステムを、洗浄される外科器具のチャネル、とりわけ内視鏡の内視
鏡チャネルに連結するための接続装置であって、前記接続装置は、受け入れチャネルを有
する供給側連結装置を備え、前記保持チャネルは、前記保持チャネル内で前記保持チャネ
ルの縦軸方向に接続した状態で延出し、洗浄される前記外科器具のチャネルに連通する接
続チャネルの端部に設けられた接続要素を受け入れるよう構成されており、前記保持チャ
ネルは、すすぎ液を前記洗浄されるチャネルに供給するためのすすぎシステムに接続され
、前記連結装置は封止要素を備える、接続装置に関する。
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【０００２】
　加えて、本発明は、洗浄されるチャネルを有する外科器具、とりわけ内視鏡、を洗浄お
よび／あるいは消毒するための、とりわけ洗浄される内視鏡チャネルを有する内視鏡を洗
浄および／あるいは消毒するための洗浄および／あるいは消毒装置であって、洗浄および
／あるいは消毒される前記外科器具、とりわけ内視鏡が、洗浄および／あるいは消毒され
る工程中、保持され得る、あるいは保持される洗浄チャンバを備える洗浄および／あるい
は消毒装置に関する。
【０００３】
　最後に、本発明は、このような洗浄および／あるいは消毒装置の操作方法に関する。
　医療分野では、内視鏡を使用した後に、内視鏡のための洗浄・消毒装置、略してＲＤＧ
－Ｅ、において再処理を行うことに対しての差し迫った需要がある。再処理は、一般的に
は、内視鏡の洗浄、消毒、および乾燥のステップを備える。１つあるいは２つの洗浄ある
いは前洗浄ステージが、消毒の前にある。この後、浄水を用いたすすぎのステージ、およ
び乾燥ステージが続く。洗浄および消毒には、１つまたは複数の消毒のための薬品が洗剤
および洗浄剤にそれぞれ加えられる。
【０００４】
　内視鏡の再処理を行う際に、内視鏡チャネルの洗浄および消毒が非常に重要となる。内
視鏡を再処理するため、チャネルがＲＤＧ－Ｅのすすぎ回路に接続される。特別な接続要
素が接続に用いられる。内視鏡と接続要素との間の接続は通常手動で行われるが、接続要
素と再処理装置との間の連結は、自動的に行われることが望ましい。ＲＤＧ－Ｅの種類お
よび構成によっては、１つあるいは複数の接続要素への手動接続は、困難であり、時間が
かかり、かつ間違えが起こりやすい。
【０００５】
　例えば、製造会社オリンパスメディカルシステムズによる、ＥＴＤ３という名の再処理
装置が公知となっている。ＥＴＤは、Ｅｎｄｏ　Ｔｈｅｒｍｏ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔｏｒ
の略語である。この再処理装置は様々な再処理プログラムを備えており、いくつかの可撓
性あるいは硬性内視鏡の再処理を同時に行うことが可能になっている。ＥＴＤ装置におい
て、該装置の接続要素とすすぎ回路とは自動的に連結される。
【０００６】
　ＥＴＤ３において、洗浄される内視鏡に接続された接続要素は、洗浄される内視鏡を受
け入れる洗浄バスケットを挿入することによって、すすぎチャンバの後壁に受動的に連結
される。代替的に、すすぎチャンバ側に位置するモジュールが連結に用いられ、接続プレ
ート要素がＥＴＤにモータを用いて能動的に接続される。
【０００７】
　受動的な連結方法において、機械的な抵抗は克服されなければならない。これは、接続
連結を挿入する際に、装置側の封止状態が確立されなければならないからである。加えて
、通常ロックが必要であり、これには付加的な力の消費、あるいはユーザ側での追加のス
テップが必要となる。機械的に封止状態を克服することによって、更に余分な磨耗が起こ
る。加えて、ユーザによって加えられる力は、通常少なくとも部分的にすすぎチャンバの
壁に影響する。特に、壁の厚さが最小限の場合は、望ましくない恒久的な変形を引き起こ
す。
【０００８】
　能動的な連結方法（モータを用いるもの等）には多大な費用がかかり、再処理装置に大
きな設置スペースを必要とする。加えて、能動的に駆動されるシステムには、通常多くの
点検が必要である。
【０００９】
　この従来技術を考慮すると、本発明によって解決されるべき目的は、洗浄されるチャネ
ルのすすぎシステムへの確実かつ非常に低摩耗の連結を提供可能であり、とりわけ構造の
労力が最小化される、接続装置、洗浄および／あるいは消毒装置および洗浄・消毒装置の
操作方法を提供することである。
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【００１０】
　当該目的は、すすぎシステムを、洗浄される外科器具のチャネル、とりわけ内視鏡の内
視鏡チャネルに連結するための接続装置であって、前記接続装置は、保持チャネルを有す
る供給側連結装置を備え、前記保持チャネルは、前記保持チャネル内で前記保持チャネル
の縦軸方向に接続した状態で延出し、洗浄される前記外科器具のチャネルに連通する接続
チャネルの端部に設けられた接続要素を受容するよう構成されており、前記保持チャネル
は、すすぎ液を前記洗浄されるチャネルに供給するためのすすぎシステムに接続され、前
記連結装置は、封止要素を備える接続装置であって、前記封止要素は弾性であり、油圧お
よび／あるいは空圧で前記封止要素を作動させる手段が設けられ、前記油圧および／ある
いは空圧で作動された封止要素が、前記接続要素の前記連結への液密接続が設けられ得る
か、あるいは設けられるように、前記縦軸方向に直行する方向へ膨張することによって、
前記封止要素の領域における前記保持チャネルの断面を縮小することを特徴とする接続装
置を用いることで達成される。
【００１１】
　本発明は、連結装置と、油圧および／あるいは空圧で作動される封止要素を用いる接続
要素との間の液密接続は低摩耗で機能し、接続要素を連結装置に連結するための力を付加
的に用いる必要はほとんどなく、単純な構成で実現可能である、という考えに基づいてい
る。油圧および／あるいは空圧で作動可能な封止によって、確実に液密で衛生的に問題の
ない、接続要素の接続チャネルと洗浄される外科器具のチャネルとの間の封止状態が保障
される。洗浄および／あるいは消毒する液体は、洗浄されるチャネルを確実かつ衛生的に
すすぐことが可能なように、外側チャンバに触れることはない。
【００１２】
　一実施形態によると、前記接続装置は、過圧チャンバおよび圧空供給器が設けられ、前
記圧空供給器は前記過圧チャンバに接続され、前記封止要素は前記過圧チャンバの壁の少
なくとも一部分を形成する、という点において改善される。
【００１３】
　封止要素は、過圧チャンバに圧空が供給されると膨張する。とりわけ、過圧チャンバに
は過圧が供給される。過圧とは、大気圧より高い圧力を示す。この過圧によって、封止要
素は弾性変形し、連結装置と接続要素との間に封止状態が確実に確立するまで膨張する。
【００１４】
　封止要素は、とりわけ独立した構成要素として設けられている。例えば、とりわけゴム
あるいはシリコーン等の弾性ゴム材料で構成された、管状の封止が用いられ、その内側チ
ャンバが過圧チャンバである。このような管状の封止、あるいはこのような封止管は、そ
の内部に過圧を加えることによって、管の断面が大きくなるように膨張する。接続装置の
この構成は特に経済的である。
【００１５】
　一実施形態によると、前記連結装置は更に前記過圧チャンバを備え、前記過圧チャンバ
は前記保持チャネルの外側の周長に沿って延出し、前記封止要素は前記過圧チャンバを前
記過圧チャンバの内壁で制限する封止膜であり、前記壁は前記保持チャネルに対向してい
る。
【００１６】
　とりわけ、過圧チャンバは連結装置に一体化されており、言い換えれば、過圧チャンバ
は連結装置の一体的な構成要素である。
　過圧チャンバを備える連結装置が、例えば射出成型工程において一般的な構成要素とし
て経済的に製造可能であるということは有利である。封止要素は過圧チャンバの内壁に配
置することによって、意図しないあるいは偶発的な破損から大きく保護されている。この
ことによって接続装置の信頼性および耐久性が向上している。
【００１７】
　更に、前記過圧チャンバは、前記保持チャネルの前記周長全体に沿って延出し、過圧を
前記過圧チャンバに加えることによって、前記接続要素の前記連結装置への液密連結が設
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けられ得る、あるいは設けられ、封止台座が、前記過圧チャンバの前記内壁を超えて延出
し、前記保持チャネルの前記断面を局所的に縮小する膨張した封止要素と、前記保持チャ
ネル内で延出する前記接続要素の連結の外側との間に確立可能あるいは確立される、とい
う点において接続装置は改善されている。
【００１８】
　更に、連結装置の外側コンポーネントは、圧空供給器に接続された過圧チャンバを備え
、前記過圧チャンバの前記内壁は、前記内壁が環状の空隙を有するように、前記保持チャ
ネルの前記周長に沿ってリング状に遮られており、前記環状の空隙は、封止要素として前
記弾性の封止膜によって封止されている。
【００１９】
　封止要素が空圧の作動によって膨張する場合、過圧チャンバの内壁から発する接続要素
の連結の外側と共に封止台座を形成する。
　過圧チャンバと保持チャネルとの間の仕切り壁に導入された、封止要素、とりわけ弾性
封止膜、例えばゴムあるいはシリコンのような、ゴム弾性材料で構成された膜は、接続要
素が連結装置に挿入されていても、破損から大きく保護されている。封止要素への偶発的
な破損は、実際には除外されている。このことによって、接続装置の信頼性および耐久性
が向上している。
【００２０】
　本発明の目的は、更に、洗浄されるチャネルを有する外科器具、とりわけ内視鏡、を洗
浄および／あるいは消毒するため、とりわけ洗浄される内視鏡チャネルを有する内視鏡を
洗浄および／あるいは消毒するための洗浄および／あるいは消毒装置であって、洗浄およ
び／あるいは消毒される前記外科器具、とりわけ内視鏡が、洗浄および／あるいは消毒さ
れる工程中、保持され得る、あるいは保持される洗浄チャンバを備え、当該洗浄および／
あるいは消毒装置は、１つあるいは複数の既述の実施の形態による接続装置が設けられ、
前記接続装置は、とりわけ前記洗浄チャンバの壁に配置されているか、あるいは前記洗浄
チャンバの壁に挿入されているという点において発展している洗浄および／あるいは消毒
装置によって獲得される。
【００２１】
　とりわけ、洗浄および／あるいは消毒装置は、例えば洗浄されるチャネル、とりわけ外
科器具、とりわけ内視鏡、の内視鏡チャネルを洗浄および／あるいは消毒するための洗浄
剤および／あるいは消毒薬を備えるすすぎ液貯留槽に加えて、複数のポンプ、センサおよ
びバルブを備える、すすぎシステムを備えている。
【００２２】
　接続装置に関して既述された同一あるいは類似した利点は、洗浄および／あるいは消毒
装置にも適用されるため、繰り返されない。
　本発明による目的は更に、１つあるいは複数の記載された実施の形態による洗浄および
／あるいは消毒装置の操作方法によって解決される。当該方法は、
　－前記接続要素の連結を前記保持チャネルの前記縦軸方向に沿って前記供給側連結装置
の前記保持チャネルに導入することと、
　－作動された前記封止要素が、前記縦軸方向に直交する方向へ膨張することによって、
前記保持チャネルの前記封止要素の前記領域における断面が縮小するように、油圧および
／あるいは空圧で前記封止要素を作動させるべく、過圧下で前記封止要素に油圧および／
あるいは空圧流体を供給することによって、前記封止要素に過圧を加えることと、
　－前記保持チャネルから前記接続チャネルを介して流出する前記すすぎ液が、前記洗浄
される外科器具の前記チャネルを洗浄および消毒するため、とりわけ内視鏡の内視鏡チャ
ネルを洗浄および／あるいは消毒するために利用可能となるように、すすぎ液を前記保持
チャネルに供給することと、
　－前記接続要素が前記連結装置から解放されるように、前記流体による前記封止要素に
対する前記過圧作用を減らすべく、前記油圧および／あるいは空圧流体の前記圧力を減圧
すること、とのステップを備える。
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【００２３】
　とりわけ、接続要素は洗浄される外科器具、とりわけ内視鏡に手動で接続される。更に
、その後連結装置に接続される１つあるいは複数の接続要素の１つあるいは複数の連結は
、とりわけ取り外し可能に、あるいは恒久的に外科器具を受け入れるための洗浄バスケッ
トに取り付けられる。このような洗浄バスケットは洗浄および／あるいは消毒装置の洗浄
チャンバに挿入され、この動作中に、接続要素の連結が保持チャネルの縦軸方向に沿って
供給側連結装置の保持チャネルに挿入されることが好ましい。
【００２４】
　この動作が封止状態の抵抗を克服する必要なく発生することは、有利である。また、接
続要素をロックするための付加的な操作は省略される。
　とりわけ、連結装置は、処理チャンバの後壁に配置されている。該装置は複数の接続要
素に適合するように配置されており、とりわけ、洗浄バスケットが落とされた際に、接続
要素の連結が連結装置の保持チャネルに挿入されるように、洗浄バスケットの複数のガイ
ド、あるいは複数のストップと調整されている。
【００２５】
　更に、とりわけ、洗浄バスケットが端部位置に位置している旨をユーザに通知するため
に、最終的なストップが設けられている。
　端部位置において、連結装置と接続要素との間の液密接点は、まだ確立されていない。
とりわけ、端部位置に至るため、かつ接続要素と連結装置との間の接続を確立させるため
に、力を大きく作用させる必要はない。
【００２６】
　その後、ユーザが洗浄および／あるいは消毒装置を終了し、対応する洗浄および／ある
いは消毒プログラムを選択した場合、封止要素は油圧および／あるいは空圧で作動され、
封止要素を、とりわけ弾性的に、膨張させる。好ましくは、圧空が圧力チャンバに供給さ
れる。
【００２７】
　封止要素、あるいは封止膜、は連結の外側、とりわけ連結の外側、と封止要素との間に
確実な封止状態が確立するまで変形する。この時点で外科器具の洗浄されるチャネル、と
りわけ、内視鏡チャネル、に洗浄液が供給されてもよい。該チャネルはすすぎ液貯留槽か
ら供給されたすすぎ液ですすがれる。該すすぎ液は例えば水および／あるいは洗浄および
／あるいは消毒溶液である。とりわけ、水および／あるいは洗浄および／あるいは消毒溶
液は、設定可能な温度以上に加熱される。
【００２８】
　別の実施の形態によると、本発明による方法は以下の追加のステップが提供されるよう
に、発展している。
　－少なくとも部分的に前記封止要素によって囲まれた過圧チャンバに圧空を供給するこ
とであって、前記圧空の供給圧力レベルは圧空供給器をオンあるいはオフに切り替えるこ
とによって変えられる、圧空を供給すること。
【００２９】
　－前記過圧チャンバにおける時間依存圧力を測定し、前記測定された圧力を設定可能な
目標圧力と比較することであって、前記圧空供給器をオンあるいはオフに切り替えること
によって、前記目標圧力は前記洗浄および／あるいは消毒工程の継続時間保持される、測
定および比較を行うこと。
【００３０】
　更に、前記圧力は、第１の時間の間、圧空供給器に接続された前記過圧チャンバの入り
口において前記過圧チャンバ内で測定され、前記供給圧力レベルはその後段階的に変えら
れ、前記過圧チャンバにおいて顕著な前記供給圧力レベルの前記変化に対する前記圧力の
ステップ応答は測定および分析され、前記分析によって前記過圧チャンバの封止、とりわ
け前記封止要素の封止に関する情報、および／あるいは前記保持チャネルにおける前記接
続要素の連結の有無に関する情報が提供されることが好ましい。
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【００３１】
　別の実施の形態によると、前記分析は、設定可能な時間の間の前記測定された圧力の積
分を形成すること、上昇を決定することおよび／あるいは時間の間にステップ応答として
測定された圧力の二次導関数を形成することを含み、設定された目標値との比較が行われ
、前記設定された目標値を上回るあるいは下回る場合、前記過圧チャンバの、とりわけ前
記封止要素の封止が十分でないこと、および／あるいは前記保持チャネルにおける前記接
続要素の前記連結の有無が想定される。
【００３２】
　言い換えると、該圧力は洗浄プログラムの継続時間の間保持される。わずかな漏れ量は
補正される。
　破損した封止要素および／あるいは保持チャネルにおける接続要素の連結の有無を検知
するため、供給圧力レベルは段階的に変えられ、過圧チャンバの封止、あるいは供給圧力
レベルの変化に対するステップ応答による封止要素の弾性作用が測定および分析される。
【００３３】
　該分析は、とりわけ静圧を過圧チャンバに設定可能な第１の値と比較することを備える
。
　更に、該分析は、とりわけ第２の設定可能な時間の間に測定された圧力の積分を形成す
ること、および過圧チャンバに設定可能な第２の値と比較することを備える。
【００３４】
　加えて、該分析は、とりわけ上昇を決定することおよび／あるいは時間の間に測定され
た圧力の二次導関数を形成することを備える。
　最後に、当該分析は、とりわけステップ応答として測定された圧力の振動の継続時間、
振幅および／あるいは波長を分析することを備える。
【００３５】
　圧力の降下が特定の閾値を超えた場合、このことは封止要素の欠陥、とりわけ、封止膜
に欠陥があることを示唆していると考えられ、対応するエラーあるいは通知信号が出力さ
れる。この点において、閾値は、ステップ応答として測定された圧力の振動の継続時間、
振幅および／あるいは波長と同様に、とりわけ第２の設定可能な時間の間に形成された積
分、形成された上昇および／あるいは時間中に測定された圧力の二次導関数を参照して決
定され、当該閾値を上回るあるいは下回る場合は、過剰な漏れ量が考えられる。
【００３６】
　よって、封止要素の機能が確実にチェックされることは有利である。
　保持チャネルにおける接続要素の連結の有無は、過圧チャンバの変化した内部の圧力に
対する封止要素の機械的な、あるいは弾性的な反応によって検知される。封止要素は連結
が保持チャネルであるか否かによって異なる弾性作用を示す。例えば、連結が封止要素に
対応する対向力を及ぼし、更に弾性変形あるいは膨張に利用可能な容積を制限する。とり
わけ、上昇および／あるいは時間中に測定された圧力の二次導関数の形成を分析すること
によって、連結が保持チャネルに配置されているかを決定することが可能である。更に、
ステップ応答として測定された圧力の振動の継続時間、振幅および／あるいは波長の分析
は、このため有益である。
【００３７】
　洗浄工程が終了した後、圧空チャネルは換気され、それによって接続要素を連結装置か
ら解放する。ユーザは封止状態を克服するために必要な力を用いることなく、清潔な外科
器具の入ったバスケットを取り除くことが再度可能となる。
【００３８】
　本発明の更なる特徴は、本発明の実施形態の説明、請求項および添付の図面から明らか
になるであろう。本発明の実施形態は、各特徴あるいはいくつかの特徴の組み合せを実現
することが可能である。
【００３９】
　本発明は、本発明の包括的な概念を限定することなく、図を参照した例示的な実施形態
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を用いて、以下で説明されている。該説明において、我々は、文中ではあまり詳細には説
明されていない本発明の全ての詳細に関しては、特に図面を参照している。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】様々な作動状態における接続装置を概略的に示す長手方向の断面図である。
【図２】様々な作動状態における接続装置を概略的に示す長手方向の断面図である。
【図３】様々な作動状態における接続装置を概略的に示す長手方向の断面図である。
【図４】様々な作動状態における接続装置を概略的に示す長手方向の断面図である。
【図５】洗浄および消毒装置の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　図中では、同一あるいは類似するタイプの要素および／あるいはパーツには、再度紹介
することを省くため、同一の符号が付されている。
　図１－４は、様々な作動状態における接続装置を概略的に示す長手方向の断面図である
。接続装置２は、連結装置６および連結装置６に接続可能な接続要素１０を備えている。
連結装置６は供給側にあり、水あるいは洗浄および／あるいは消毒する液体などの、外科
器具の洗浄されるチャネル、とりわけ内視鏡の内視鏡チャネルを洗浄および／あるいは消
毒するためのすすぎ液５を供給する役割をする。
【００４２】
　このような目的で、連結装置６、より正確には連結装置６の保持チャネル１４は供給口
１３によってすすぎシステム５０に接続されている。接続要素１０の連結流路４は、外科
器具の洗浄される流路に接続されている。
【００４３】
　図５は、連結装置６が一体化された、同様な洗浄および消毒装置３０を示している。該
連結装置６は例えば、洗浄チャンバ３６の後壁３８に配置されている。洗浄および／ある
いは消毒装置３０は、洗浄されるチャネルを有する外科器具を洗浄および消毒する役割を
する。例えば、内視鏡３２を洗浄および／あるいは消毒する洗浄および／あるいは消毒装
置３０は、洗浄される内視鏡チャネル３４と共に図示されている。
【００４４】
　供給口１３（図１－４参照）は、すすぎ液５がその供給口１３を介して連結装置６に供
給可能なように、供給ライン４２（図５参照）によってすすぎ液貯留槽７に接続されてい
る。すすぎ液貯留槽７に加えて、すすぎシステム５０は、複数のポンプ、センサおよびバ
ルブ（図示なし）を備えている。
【００４５】
　接続要素１０は、洗浄される内視鏡３２に接続されている。よって接続要素１０の接続
チャネル４は、洗浄される内視鏡チャネル３４と連通している。連結装置６と接続要素１
０との間に接続が確立した後に、チャネルは、すすぎ液貯留槽７からの洗浄および／ある
いは消毒液等の、すすぎ液５ですすがれる。
【００４６】
　洗浄工程の最初に、接続要素１０は、洗浄される内視鏡３２に手動で接続されることが
好ましい。使用された接続要素の連結１６は、内視鏡３２を保持するために、とりわけ洗
浄バスケット４０に取り外し可能に、あるいは恒久的に固定される。
【００４７】
　洗浄される内視鏡３２が入った洗浄バスケット４０をユーザが洗浄および／あるいは消
毒装置３０の洗浄チャンバ３６に落とした場合、この動作の間に、連結１６が連結装置６
の保持チャネル１４に接続方向４４に挿入される。接続装置は少なくとも保持チャネル１
４の縦軸方向Ａに略平行である。とりわけ、保持チャネル１４の断面は円形であり、連結
１６も同様である。
【００４８】
　連結装置６は、処理チャンバ３６の後壁３８に配置されていることが好ましい。連結装
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置６は洗浄バスケット４０上の接続要素１０の位置に適合するように配置されている。と
りわけ、洗浄バスケット４０上の接続要素２の位置と、処理チャンバ３６の後壁３８上の
連結装置６の位置とは、洗浄バスケット４０が挿入された際に、複数の連結１６が関連す
る保持チャネル１４に挿入されるように、洗浄バスケット４０の複数のガイドおよびスト
ップによって互いに調整されている。
【００４９】
　この動作は封止状態の抵抗を克服する必要なしに、有利に発生する。連結１６の直径と
保持チャネル１４の直径とは、十分な許容差および間隙の寸法を考慮した上で、互いに調
整されている。
【００５０】
　連結１６を保持チャネル１４に挿入する工程は、図１－３に様々な連続状態で図示され
ている。
　とりわけ、最終的なストップが、洗浄バスケットが端部位置に配置されている旨をユー
ザに通知するために設けられている。例えば接続要素１０の鍔がシート６の平面側に対抗
し、接続要素１０に向かい合って位置するときに、該端部位置に至る。
【００５１】
　図３に示される端部位置において、連結装置と接続要素６との間には、まだ液密の接触
は確立されていない。とりわけ、端部位置に至るのに特定の力を加える必要はない。
　接続要素１０と連結装置６との間の液密な連結部は、油圧および／あるいは空圧で弾性
封止要素を作動させることによって得られる。図示された例示的な実施形態によると、封
止膜８が封止要素として設けられている。該封止膜８を作動させるために、連結装置６の
外部コンポーネント２２は、圧空供給器１２の支援を受けて過圧が供給され得る過圧チャ
ンバ２４を備える。このような目的で、連結装置６は、圧空ライン４６によって圧空供給
器１２に接続されている。
【００５２】
　設けられている封止膜８は弾性的に変形可能である。端部位置に達した後に、ユーザが
洗浄および／あるいは消毒装置３０を終了し、対応する洗浄および／あるいは消毒プログ
ラムを選択した場合、過圧チャンバ２４には、圧空供給器１２の作動によって圧空Ｐが供
給される。
【００５３】
　膜８は、油圧および空圧によって作動され、膜８が縦軸方向Ａと直交する方向へ膨張す
るため、膜８の領域において保持チャネル１４の断面が、連結装置６を有する接続要素１
０の液密連結部が提供可能になるまで、あるいは提供されるまで縮小する。
【００５４】
　封止要素、すなわち膜８は、過圧チャンバ２４の内壁１８上に、あるいは内壁１８の内
側に配置されている。該膜８は、空圧の作動、すなわち、過圧が過圧チャンバ２４内で発
生したときに、封止台座が膜８と接続要素１０の連結１６の外側２０との間に確立するよ
うに、膨張可能である。連結装置６の外側コンポーネント２２は、保持チャネル１４の周
長に沿って延出する環状の空隙２８を備えている。これは保持チャネル１４と過圧チャン
バ２４との間に延出する内壁１８の環状の間断から発生している。環状の空隙２８は、封
止要素として弾性封止膜８によって封止されている。過圧チャンバ２４には過圧が供給さ
れ、封止膜８は、確実な封止台座が設けられるように環状の空隙２８を通して膨らむ。こ
の状況が概略的に図４に示されている。
【００５５】
　別の例示的な実施形態（図示なし）によると、環状あるいは管状の封止が設けられてお
り、該封止も内壁１８上に設けられ、保持チャネル１４の内周に完全に沿って延出してい
る。この例示的な実施形態において、外側コンポーネント２２の内側の過圧チャンバ２４
は省略可能である。管状の封止の内側チャンバは、過圧チャンバ２４の技術的な機能を想
定している。この例示的な実施形態によると、内壁１８はとりわけ管状の封止を受け入れ
、保持する手段、例えば、周囲の溝を備えている。圧力のない状態において、このような
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管状の封止は、内壁１８の内側に対抗して平坦に配置されている。管状の封止に圧力が供
給されると、とりわけ、その周囲が大きくなり、封止と接続要素１０の連結１６の外側２
０との間に封止台座が得られるように、膨張する。
【００５６】
　圧空Ｐが連結１６の過圧チャンバ２４へと供給された後、圧空Ｐの供給圧力レベルは、
圧空供給器１２をオンあるいはオフに切り替えることによって変えられるか、あるいは、
洗浄・消毒工程の間、保持される。このような目的で、過圧チャンバ２４内の圧力は長時
間測定され、対応するセンサ（図示なし）が設けられている。過圧チャンバ２４の所望の
圧力は、所定の基準値と比較することによって保持される。
【００５７】
　これによって、洗浄および／あるいは消毒工程の間、封止台座が膜８と接続要素６の外
側２０との間に確実に存在する。洗浄および／あるいは消毒工程が終わった後に、連結装
置６が接続要素１０を解除するように、圧空Ｐは過圧チャンバ２４から排出される。
【００５８】
　封止要素の破損を検出するために、洗浄および／あるいは消毒装置３０は、とりわけ圧
空Ｐを過圧チャンバ２４へ、ある供給圧力レベルで供給するよう構成されており、該供給
圧力レベルは、圧空供給器１２をオンあるいはオフに切り替えることによって変えられる
。当該圧力は過圧チャンバ２４への入口、あるいは過圧チャンバ２４の供給ライン内で、
第１の設定可能な時間の間測定される。その後、供給圧力レベルは段階的に変えられる。
過圧チャンバ２４の封止は、供給圧力レベルの変化に対して測定されたステップ応答を参
照して、該ステップ応答を分析することによって検知される。
【００５９】
　この分析は、とりわけ、静圧を過圧チャンバ２４に設定可能な第１の値と比較すること
を備える。更に、この分析は、とりわけ、第２の設定可能な時間の間に測定された圧力の
積分を形成すること、および過圧チャンバ２４に設定可能な第２の値と比較することを備
える。加えて、該分析は、とりわけ、上昇を決定することおよび／あるいは時間の間に測
定された圧力の二次導関数を形成することを備える。最後に、当該分析は、とりわけ、ス
テップ応答として測定された圧力の振動の継続時間、振幅および／あるいは波長を分析す
ることを備える。
【００６０】
　圧力の降下が特定の閾値を超えた場合、このことは封止要素の欠陥、とりわけ、封止膜
８に欠陥があることを示唆していると考えられる。洗浄および／あるいは消毒装置３０は
、とりわけ、封止要素の点検あるいは交換を促す、対応するエラーあるいは通知信号を出
力するよう構成されている。
【００６１】
　更に、接続要素１０の連結１６が保持チャネル１４に存在するかしないかを、封止膜８
の弾性反応を参照して決定することが可能である。過圧チャンバ２４の内側の圧力が変化
する場合、封止膜８は連結１６が保持チャネル１４内に存在するか否かによって、異なる
弾性作用を見せる。
【００６２】
　例えば、連結１６が封止膜８に対向力を及ぼし、更に弾性変形あるいは膨張に利用可能
な容積を制限する。とりわけ、上昇および／あるいは時間中に測定された圧力の二次導関
数の形成を分析することによって、連結１６が保持チャネル１４に配置されているかを決
定することが可能である。更に、内側の圧力における変化に対するステップ応答として測
定された圧力の振動の継続時間、振幅および／あるいは波長の分析することは、このため
有益である。
【００６３】
　図から把握されるものも含め、挙げられた単独の特徴および他の特徴と組合せて開示さ
れている個々の特徴の全ては、単独で、および組合せで、本発明の本質的な要素として考
慮される。本発明による実施形態は個々の特徴、あるいはいくつかの特徴の組合せによっ
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て実現可能である。本発明の範囲において「とりわけ」あるいは「好ましくは」という語
を用いて示された特徴は、任意の特徴であることが好ましい。
【符号の説明】
【００６４】
２…接続装置、４…接続チャネル、５…すすぎ液、６…連結装置、７…すすぎ液貯留槽、
８…封止膜、１０…接続要素、１２…圧空供給器、１３…供給口、１４…保持チャネル、
１６…連結、１８…内壁、２０…外側、２２…外側コンポーネント、２４…過圧チャンバ
、２６…仕切り壁、２８…環状の空隙、３０…洗浄および／あるいは消毒装置、３２…内
視鏡、３４…内視鏡チャネル、３６…洗浄チャンバ、３８…壁、４０…洗浄バスケット、
４２…供給ライン、４４…接続装置、４６…圧空ライン、５０…すすぎシステム、Ｐ…圧
空、Ａ…縦軸方向

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【要約の続き】
における前記保持チャネル（１４）の断面を縮小することを特徴とする接続装置（２）。
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